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第 1匡l:Rの部比にて.TL!鎚 したイj●7l.J･射j激に反応する ncuron とその receptivclicld
有川 :刺激FL川JI指より Ⅴ指先鮒 pinchによる所動丁引立 (F摺刺激糊r糊を/I:T)
ム州:刺激対仙11JZiより V肘先端 pinchにJ:る7.1'刺Ttif17:(崎 Ir-:100mscc.本文劇!i.)
第2回:Rの部分にてJrLl叙 した†J●tJI刺激に反応する ncuron と弧状中継核刺激による彩響｡
Aの口九はJ托℡性･PJ激をノ示し,節2の白丸よりBの白丸にいたるまでにVPLIOCPS
刺激を加えたものである｡VPLrPJ敵中は明らかに据発発射 ･自発尤射も抑制されて















研 ｢H 英 人 (人阪'fJ'人 ･駅･JkBI･1.)
高 岡 淑 郎 (41.)(･医･胴外科)
'lJL,を特徴ずけるのは事と日であるといわれるOその
場合卓について問題にされるのはその細かい動き,すな
わち遊動の側面であろう｡しかし一方でその迎勅を支え
る感覚にも他の動物にない特色を備えていることはいう
までもない｡それは同じ霊長類である人間についてもい
えることなので,触覚による物の形の認的や馳攻遊動の
感覚的附1榊のメカニズムを知るにはサJレを火鹸励物に使
うことがほとんど不可欠の条件になる｡Mountcastle
らのク'ルーフ●はそのような観点から,最近,サルの手を
中心として体性感覚系の情報処理の研究を進めて来てい
る｡サ/i,の手で他の動物に比べて目立つのは宇笹や指の
知もC･部皮Ilqの児過である｡それILm紋やY:紋を備えてい
て見かけが人目1と似ているというはかりではなく,皮膚
の変や紹h･Rを見ても Mcissncr′ト休や Mcrkel氏触躯
などヒトの手堺にJLられる神柾解火拝芹とrF.lじである｡し
たが ってリJt,が t:で知覚するものは我JQがn分のTlで感
じるものと山かよったものであろうと〃えられる｡これ
までの研究でbかっていることは那一次感光鯛のVベ ル
までほ未frt実軸諸.rlでとらえられた感覚的報が恕'jfにその
まま伝えられ,点対点の対応に近い休部tM.TJ血があると
いうことである｡
しかし我々が触覚で鮭鹸Tるものは必ずしも脚J{の受
容器の,M激の総帥であらわしbIJれない｡JY仏とそれに触
れる物の形や動きを混渦するためには兼梢からのLB矧T')
報を総介して全休としての/tクーンを抽山するようなiT't
報ブロkーシンク'が必■炎と瓜bれる｡さて以ItlTJから臨朕神
経′u/'=の分野ではy71rHnS-の破墳抗…状として触Aiti:の火祖や身
休部位失認などのも1号状が起こることが知られていた｡そ
こで我々は今までサイVントといわれていた跡ri辿付紙
のニューロン所動をしらべ,より市次の的報也Ffl_がrTな
われているかどうかを押ぐ)て見ることにしナ Oー
方法 :'^i験は族称伊の･即トで行なった｡何純なr)は耽
齢した動物では止弁絹はほとんど文11止り-Jlレントで
何の応答も絹られないからである｡一方手や身体をp-=Ll
に触ったり動かしたりしで別離するには捜什 リl験はあま
り適さない｡そこで肌弛P,'剤で煉蛸さLTたサルで人 r.呼
l唯Fに急M三rR験をTTなった｡輔みを避けるナ･めけ1)tLHト
ンブタ-Jt,麻酔下に手術LTlい心後rIlのLの91瓜に穴を
あけマイクロマニプレ-ク用のチェンバーを埋め込んで
嗣きサルの971はf和搾的にこれで開延する｡ このJJ'法は
Mountcastleらがはじめたものであるが次 は々さらに
先竹カニJ.-レもJ叩).め込んで当Hの手術は健脚の切l)村だ
けに済ませた (これはほとんど摘みがない)｡ 汀己鎚には
タンク◆ス/-･ン微′｣＼TE機を用い,Fti-ニュ-ロンの †ン/i
JL,スを分離して,1紛糾敵に対する応答を しらべたo
IAZ験に用いたサルは 3k郎狗後のアカ'/'ザJL,(Macaca
mulatta)である｡
結果 :我々がしらべたのほ第一次鯉;覚韻のナぐうしろ
に度する頭旧連合韻で. プロ-ドマン節5即にあたる｡
この領野のニューT-rンではじめに気づくこと仏 Tl坤仁な
皮研刺激やr刈節の励t:Vにはなかなか応じない ことであ
る｡しかしすぐ17Jの祈 L次感覚領でしらべた作部比局血
を手がかりとして,同じ矢状断面で対応する身休の部分
に触れたり,動かしたりしていると何かしらの反LL.Eが起
って来る｡なるべくサルが日常している運動をよく観蕪
してサルにとって意味のありそうな/<ク - ンを再現する
ように努めた｡以下記鮫されたユニットのうち代R的な
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